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超新星残骸での宇宙線加速理論モデルの検証を目指し、青山学院大学に設置した可視光望遠鏡AGEHA (Aoyama
Gakuin Explorer for High-energy Astrophysics)を用いて可視光観測を行なっている。超新星残骸の衝撃波面で
相対論的速度まで加速された電子はシンクロトロン放射をするが、これまでの検出は主に電波およびX線帯域に
限られており、可視光帯域での報告はない。宇宙線加速理論の検証に新たな観測的制限を与えるため、本研究で
は、AGEHA望遠鏡を用いてTychoの超新星残骸からの可視光シンクロトロン放射の検出を試みている。これま
で、観測に向けて望遠鏡のセットアップおよび継続的なメンテナンスを行ってきたが、準備が整い観測を開始す
ることができた。AGEHA望遠鏡システムでは、最も高い検出効率になるR-bandの観測に専念している。Tycho
からのシンクロトロン放射のR-bandでの表面輝度の予想は 28–29 mag/arcsec2であり、カメラ３台を用いて S/N
比 4で検出を達成するには約 5× 105 secの積分時間が必要であると見積もっている。2024年 12月上旬から 2月
上旬にかけて一晩あたり平均 1.7× 104 sec積分で、約 30晩の観測をすることができた。検出精度向上、系統誤差
の評価のために、Dark, Flatなどの精度や、望遠鏡サイトでの夜空の明るさ、月明かりなどの影響についても調
べている。また、AGEHA望遠鏡の感度評価を実証するため、表面輝度が既知の NGC 4220の観測も行なった。
本講演では、TychoおよびNGC 4220のデータ解析の進捗を報告する。


